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2025年５月 13日 

各 位 

会 社 名  鈴 茂 器 工 株 式 会 社 

代表者名  代表取締役 社長執行役員 谷 口   徹 

 (コード番号：6405 東証スタンダード市場) 
問合せ先  取締役  常務執行役員 越野  純子 

(TEL. ０３-３９９３-１３９６) 

 

中期経営計画「NEXT 2028」の策定に関するお知らせ 

 

当社グループは、2026 年３月期を初年度とする３ヵ年の中期経営計画「NEXT 2028」を策定いたし

ましたので、下記のとおりお知らせいたします。 

 

 

記 

 

１. 中期経営計画策定の背景 

当社は、1961 年に製菓機械メーカーとして創業、そして、1981 年に世界初の量産型小型寿司ロボッ

トを開発し、世界の 90 ヵ国以上に寿司ロボットを販売する世界シェア No.１企業へと成長してきまし

た。そうした中、2019年 11月に前中期経営計画「Growth 2025」を策定し、国内事業・海外事業ともに

主力の米飯加工機械の販売が大きく伸長し、新たな成長分野においても M&A やアライアンスを通じて、

米飯加工機械以外の開発にも挑戦してまいりました。これにより最終年度である 2025 年３月期の業績

は、2024年５月 13日に公表した修正計画を概ね達成することができました。 

こうした状況を踏まえ、当社グループはサステナブルな成長へ向けた変革を遂げるため、2026 年３

月期から 2028年３月期までの３か年を対象とする新たな中期経営計画「NEXT 2028」を策定いたしまし

た。 

 

２. 中期経営計画の概要 

 

（１） 中期経営計画「NEXT 2028」基本方針 

① 真のグローバル企業体制の構築 

② 付加価値創造型企業への進化 

③ サステナブルな成長を実現する企業基盤の構築 

 

（２） 連結数値目標 

最終年度である 2028年３月期には、連結売上高 220億円、営業利益 30億円、ROE12.0％の達成を

目指します。 
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 2025年３月期 

実  績 

2028年３月期 

目  標  

 

売 上 高 

百万円 

15,568 

百万円 

22,000 

営 業 利 益 1,890 3,000 

ROE（株主資本利益率） 9.6% 12.0% 

 

 

（３） 成長戦略 

① 海外戦略 

海外市場の拡大に対応した事業基盤を構築し、北米を中心とした海外事業の成長を図ります。 

重点取り組み 

⚫ グローバル大手スーパーマーケット・外食への拡販 

⚫ 販売店体制の強化・見直し 

⚫ 海外進出を志向する日系企業のサポートの強化 

⚫ 海外ブランディング 

⚫ 大型米飯加工機械の強化 

 

② 国内戦略 

寿司ロボット市場が成熟し、付加価値創造型企業へと進化を図ります。 

重点取り組み 

⚫ ご飯盛付けロボット Fuwaricaの市場拡大 

⚫ 米飯加工機械以外の提案製品やサービスラインナップを拡

大し、顧客の事業課題解決を推進 

 

③ 開発戦略 

国内外の外部企業と連携し、高度化する顧客の省人省力化・店舗拡大の課題に対応した開発を

強化します。 
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④ 生産戦略 

新生産方式の導入と新工場建設により生産能力の向上と生産性を改善します。 

 

⑤ 資本・財務戦略 

資本効率の向上と事業成長に向けた適切な事業投資を実行します。 

 

３．補足説明の実施 

 中期経営計画「NEXT 2028」の詳細につきましては、2025年５月 19日(月)10時 00分よりオンライン

にて開催を予定しております決算説明会にて、ご説明をさせていただきます。 

 なお、本計画の詳細につきましては、添付書類をご参照ください。 

以 上 



2025年 5月 13日｜鈴茂器工株式会社
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１．SUZUMOが目指すもの

Copyright © Suzumo Machinery Co.,Ltd. All Rights Reserved.

目指す未来
- 長期Vision -

食の「おいしい」や「温かい」を
世界の人々へ

創業から大切に
している提供価値

- Value -

食の価値を
きかいでつなぐ

豊かで、多様な、
食生活を楽しむことが
できる社会を実現する

存在意義・使命
- Mission -

創業者の経営ビジョン「米飯主食文化を世界へ」のDNAを継承・発展させる。

・ 寿司の大衆化を通じて、事業者だけではなく、個人の食生活の豊かさに貢献してきた。

・ 様々な事業者と連携して、日本的米飯加工食のおいしさを世界へ拡大してきた。
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２．Growth2025の振り返り：成果①
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Growth2025 基本方針 結 果

１．既存マーケットの拡大と深耕を推進する。 国内・海外ともに米飯加工機械の販売が拡大し、特に海外が大きく成長

２．新たな成長分野・事業を構築する。 M&Aやアライアンスを通じて、米飯加工機械分野以外の開発・事業を開始

３．事業の成長に資する投資を積極的に実行する。 新工場建設及び人員・システム・研究開発に重点投資を実行

４．事業成長及び社会的価値の向上により、企業価値の最大化を図る。
時価
総額

2019年11月12日 103億円
2025年3月31日  309億円

約３倍
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２．Growth2025の振り返り：成果②
国内事業 結 果

寿司ロボットマーケットの深耕
成熟期である寿司ロボットマーケットにおける既存顧客からの付加価値製品需要が高まり、
約4,300台から約5,500台へ約1.3倍に販売が拡大。

Fuwarica（ご飯盛付けロボット）のマーケット拡大
丼・スーパー以外の新たな顧客の裾野（ファミレス・ラーメン・焼肉等）が拡大し、
約1,300台から約2,800台へ約2.2倍に販売が拡大。

食品工場向け大型機領域での業界トップの製品確立
大手コンビニベンダー向製品（計量器付マルチ飯盛り容器供給ライン）の
開発・販売を行い、高い評価を得る。

海外事業 対’20年3期 結 果

北米
提携も含めた外部との連携、販売・ サービス拠点の拡大、
新たな米飯加工品の提案

3.7倍
販売店の再構築を実施。大手スーパーに日本のスーパーマーケットと同様
の店舗内調理のオペレーションが採用される。

アジア
日系企業の進出サポートや現地企業の商品開発・品質
等のコンサルテーションを推進

1.6倍
中華圏・東南アジアは安定成長で推移。日本食新興国（ベトナム・イン
ドネシア・フィリピン）が拡大基調。

欧州
拠点の新設、販売店網の再編を通じて、現地大手事業
者との市場拡大に向けた取り組み

2.1倍
日本食の多様化が進んでおり、局地的・分散的市場から欧州全体に市
場が拡大。
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２．Growth2025の振り返り：課題

海外事業の能動的な拡大

一定の成長と改革を実現するも、当初描いた成果に到達できていない

⚫ マーケット需要が牽引する受け身の事業拡大

⚫ 潜在需要に対する戦略的な取り組みが不十分

新たな付加価値の提供
⚫ 機械提案を中心とする事業体制から変化できていない

⚫ 高度化する顧客の省人省力化・店舗運営等の課題に十分に対応できていない

経営・事業基盤の構築

⚫ グローバル事業展開に対応する人材育成・管理体制が不十分

⚫ 事業拡大に対応するバリューチェーン（開発・生産・営業・物流・納品・サービス）
の整備が不十分
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省人省力化ニーズの拡大と日本食の市場が拡大

３．事業環境

人手不足の深刻化

と賃金上昇

外食・小売事業者の

事業課題の高度化

日系企業の

海外進出の加速

日本食の

普及と拡大
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４．基本方針・業績指標：Next 2028の位置づけ

Next2028 ▶ サステナブルな成長へ向けた変革の実行

Growth2025

Next2028

5年間（2020.4～2025.3）

3年間（2025.4～2028.3）

2028.4～

海外・Fuwarica販売の拡大

ソリューション事業開始

経営基盤の整備

国内事業

海外事業

海外事業

海外事業

国内事業
国内事業

海外事業バリューチェーンの構築

ソリューション事業基盤の構築

経営基盤・事業基盤の再構築

グローバルにソリューションを

提供する企業へ

サステナブルな成長の実現
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４．基本方針・業績指標

１．真のグローバル企業体制の構築

Next 2028 基本方針

グローバルに付加価値提供ができる社内外バリューチェーンを構築し、海外売上高の拡大を図る

２．付加価値創造型企業への進化
マシナリーセールスからソリューションプロバイダーへの転換を進め、自社機械以外の売上高の拡大を図る

３．サステナブルな成長を実現する企業基盤の構築
グローバルな事業展開に対応する人材育成・経営管理体制の構築を行う

事業拡大に対応するグローバルバリューチェーン（開発・生産・営業・物流・納品・サービス）の構築を行う

売上高 220億円 営業利益 30億円 ROE 12％

2028年3月期 連結業績指標
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2025年3月期 2028年3月期

４．基本方針・業績指標：業績指標

経営資源を集中し、海外事業の成長を図る

海外売上
202%成長

国内売上
113%成長

海外市場の拡大に対応
した事業基盤の構築を図る

寿司ロボット市場が成熟し、
付加価値創造型企業へ

進化を図る

49億円

100億円

106億円
120億円

155億円

220億円
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５．事業戦略：製品 マーケットの状況
製 品 国 内 海 外

製
品

小型機
 寿司ロボット

⚫ 市場シェア約80％
⚫ 入替需要が中心のマーケット

⚫ 市場シェア約40％
⚫ 潜在需要が多く、新規需

要中心のマーケット

小型機
 ご飯盛付け
 ロボット

⚫ 国内：市場シェア約90%
⚫ 丼・スーパー以外にマーケット

の裾野が拡大

⚫ 現状は日系企業中心
⚫ 潜在需要が多く、新規需

要中心のマーケット

大型機（食品工場向） ⚫ 市場シェア約10％
⚫ 人手不足により食品工場マー

ケットは拡大基調

⚫ 日本食の広がりにより、寿
司・おむすび・弁当の需要
が高まり、需要の拡大が
見込まれる

非
製
品

システム（AI/POS等）

他社機械
資材品
部品
サービス

⚫ 店舗内（ホール・キッチン）・
工場内において更なる省人化
が求められている

⚫ ハードとシステム・ソフトウェアの
連携・融合が進み、これまでに
ない製品の拡大が見込まれる

⚫ ベンチャー企業・海外事業者
等の事業者が参入

⚫ 日系企業の海外進出に
伴い、現地に合わせたオ
ペレーションやシステムの改
良が求められ、新たなニー
ズが拡大

売上高
構成比

42.4%

40.1%

13.2%

4.3%

※2025年3月期実績
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５．事業戦略：海外 マーケットの状況
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■外務省調べ、農林水産省推計

■当社推定

（単位：千店舗）

海外における日本食レストラン数は継続して拡大

コロナ禍 2023年⇒2032年

9年で3.6倍

2006年 → 2019年

13年で6.5倍
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2,208 

832 

899 

671 

350 

北米

5,300 

欧州

1,600 

東アジア

1,300 

東南アジア

1,200 

その他

600 

北米を中心に各地域で売上高を大きく伸長

５．事業戦略：海外 各地域の売上高計画

593 

392 
617 

358 

220 

（単位：百万円）

10,000

4,962

2,182

2020年3月期 2025年3月期 2028年3月期
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５．事業戦略：海外 重点取り組み

販売店体制の強化・見直し
海外進出を志向する

日系企業のサポートの強化
グローバル大手スーパー
マーケット・外食への拡販

海外事業組織体制の強化 国内事業ノウハウ・リソースの活用 海外バリューチェーンの強化

海外ブランディング

海 外 事 業 基 盤 の 見 直 し ・ 強 化
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５．事業戦略：国内 ご飯盛付けロボット Fuwarica

2025年3月期 2028年3月期

☑️省人化の投資対効果のハードルが下がる

☑️飲食店やホテル等のセルフサービスで導入が進む

既
存
市
場

新
規
市
場

牛丼チェーン店等
食品スーパーマーケット

入れ替え・
新規出店の需要

Fuwaricaの
対象マーケット

ご飯を扱う事業者すべて

ホテル・ラーメン・
社食・学食・病院等の
新たな業態の開拓

顧客の裾野拡大

ご飯盛付けロボット：Fuwaricaの市場は拡大
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５．事業戦略：国内 ソリューション販売

顧客の事業課題解決を推進
米飯加工機械以外の提案製品やサービスラインナップを拡大

イチ案件（顧客）当たりの

付加価値提供面積の拡大

● 米飯加工機械
上流（洗米・炊飯）から下流（加工）まで

自社製品 他社製品

● 店舗省人化システム
ホール（受付・オーダー・POS）からキッチンまで

共同開発自社開発

● 食品機械・自動化機械
米飯加工機械以外の自動化機械

他社製品自社開発

● 資材品
衛生・包装資材等の消耗品など

他社製品自社製品
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５．事業戦略：大型機

店舗ごとに
米飯食品を製造

大型米飯加工機械の強化

海外市場において、米飯商品を扱う日系やローカルのコンビニエンスストアやスーパーマーケットが増加。

国内市場への販売と並行して、国内市場のノウハウを活かし、海外市場における販売を強化。

外部企業との協業を拡大し、共同開発や自社機械にとどまらない提案活動を実施。

工場で
米飯食品を大量生産

海外市場

大量消費の市場へ拡大し、
低コスト・均一品質のニーズも拡大

米飯食品の

量の拡大
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６．開発戦略

高度化する顧客の省人省力化・店舗拡大の課題に対応した開発を強化

⚫新たな米飯加工機械の開発
⚫既存機械に新たな技術（IoT等）を活用した
機械の開発

⚫海外市場に対応した機械の開発

⚫日本システムプロジェクトを一体化することで、セル
フオーダー・POSシステム等の店舗内の省人化シ
ステムの開発強化

⚫AI等を活用したシステムラインナップの拡大

国内外の外部企業（ベンチャー/大手）と連携

単体製品の高付加価値化 製品連携による高付加価値化 システムの活用

ホ ー ル と キ ッ チ ン を 含 め た 領 域 の 開 発 を 推 進

ホール キッチン

⚫他社の技術を活用した製品ラインの開発
⚫当社の顧客課題の解決に対応した製品ライン
の開発
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７．生産戦略

新生産方式の導入と新工場建設により生産能力の向上と生産性を改善

•生産キャパシティは現工場の2倍以上を目指す
•主力の小型機をメインに生産し、量産体制を構築
•現工場は主力以外の小型機および大型機を主に生産
•今後の需要動向および財務状況を鑑み、次期建設を検討

新工場においては、生産方式は現在

のセル生産からライン生産に変更し、

生産性の改善に伴う原価低減に取り

組む

新工場建設

新生産方式

所在地 埼玉県鶴ヶ島市（圏央鶴ヶ島インターチェンジ横）

面積 敷地面積 36,137m²・延床面積 8,237m²（地上2階）

投資予定額 約27億円（建物）※自己資金

操業時期 2026年3月（予定）

セル生産方式
×

製番方式

ライン生産方式
×

MRP方式

19Copyright © Suzumo Machinery Co.,Ltd. All Rights Reserved.



８．資本・財務戦略

資本効率の向上と事業成長に向けた適切な事業投資の実行

１．将来の事業成長及び生産性向上への投資を実行

２．増配及び総還元性向30％以上の実行

⚫通常投資：製品金型・
システム・修繕

⚫成長投資：新工場建
設・新製品開発・M&A

⚫財務基盤の強化

⚫総還元性向 30%以上
営業

キャッシュフロー

成長投資

財務の健全性

株主還元
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９．サステナビリティ

SUZUMOグループのサステナビリティ

世界中の人々が、豊かで、多様な、食生活を楽しむことができる社会を実現するために、

食の世界を支える事業者と連携して、生産者や事業者の持続的成長に貢献する。

下記のテーマについて、具体的な取り組みの検討を進める。

テーマ 活動項目 活動内容 関連するSDGs目標

メーカーとしての
取り組み

技術力の追求

食の安全への配慮

市場ニーズに適合する製品の開発

ユニバーサルデザインの追求

食の安全に配慮した製品の開発

食に携わる企業
としての取り組み

日本食の文化継承

フードロス課題の解決

おいしい米飯商品の拡大

国内外の食事業者の事業拡大の支援

事業者・消費者の廃棄量の削減
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IR・取材等のお問い合わせ先
鈴茂器工株式会社 経営企画部

TEL 03‐3993‐1396 ｜ Email ir-info@suzumo.co.jp

本資料の業績計画ならびに将来予測は現時点で入手可能な情報に基づき当社が判断したものであり、

潜在的なリスクや不確実性を含んでおります。そのため諸要因の変化により実際の業績は大きく異なる可能性があります。
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